
２０２０年（令和２年）１１月１８日 （水曜日） （２）
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ア
メ
リ
カ
の
大
統
領

選
挙
も
大
詰
め
を
迎
え

て
い
ま
す
。
バ
イ
デ
ン

候
補
が
勝
利
宣
言
を
し

て
か
ら
し
ば
ら
く
た
ち

ま
す
が
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
敗
北
宣
言
ど
こ

ろ
か
、
選
挙
に
不
正
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

訴
訟
に
持
ち
込
む
な

ど
、
往
生
際
の
悪
さ
が

際
立
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
大
統
領

と
し
て
の
晩
節
を
汚
す

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　
今
回
の
選
挙
を
通
じ

て
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統

領
選
挙
の
仕
組
み
を
学

習
す
る
と
同
時
に
、
候

補
者
の
選
挙
期
間
中
の

言
動
な
ど
か
ら
、
人
間

と
し
て
の
「
品
格
」
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
選
挙
期
間

中
に
行
わ
れ
た
立
候
補

者
同
士
の
「
討
論
」
の

こ
と
で
す
。
こ
の
直
接

対
決
は
、
本
来
３
回
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た

も
の
が
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
２
回
目
が

中
止
さ
れ
る
な
ど
、
波

乱
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
テ
レ
ビ
で
第
１

回
の
生
放
送
を
見
て
い

ま
し
た
が
、
お
互
い
に

相
手
の
話
を
さ
え
ぎ
っ

て
誹
謗
中
傷
を
繰
り
返

す
な
ど
ル
ー
ル
違
反
が

激
し
く
、
見
る
に
耐
え

な
い
状
況
で
し
た
。
も

ち
ろ
ん
司
会
者
が
い

て
、
発
言
時
間
に
制
限

を
設
け
る
な
ど
の
ル
ー

ル
は
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
互
い
に
自
制
心
を

失
っ
て
し
ま
う
あ
り
さ

ま
で
、
と
て
も
付
き
合

い
切
れ
な
く
な
り
、
途

中
で
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
変
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
こ
う
い
う
こ
と
は
、

海
の
向
こ
う
の
話
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

内
の
テ
レ
ビ
討
論
な
ど

で
も
、
同
じ
よ
う
な
場

面
を
目
に
す
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
特
に

最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

っ
て
、
政
治
家
は
も
と

よ
り
学
者
や
専
門
家
、

評
論
家
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
立
場
の
人
た
ち
が

自
説
を
述
べ
合
っ
た
り

す
る
テ
レ
ビ
番
組
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
な

り
の
立
場
に
あ
り
、
相

応
の
見
識
を
持
っ
て
い

る
方
々
で
す
か
ら
、
自

分
の
意
見
に
自
信
が
あ

る
の
は
当
然
で
す
が
、

と
に
か
く
相
手
を
徹
底

的
に
や
り
込
め
な
い

と
、
気
が
済
ま
な
い
よ

う
な
人
も
い
ま
す
。
司

会
者
も
「
お
ろ
お
ろ
」、

見
て
い
る
私
も
「
う
ん

ざ
り
」
で
す
。

　
知
人
・
友
人
な
ど
と

の
一
般
の
会
話
で
も
、

終
わ
っ
て
み
れ
ば
、「
あ

の
人
が
一
人
で
し
ゃ
べ

っ
て
い
た
」
な
ど
と
い

う
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま

す
。
私
は
た
と
え
雑
談

の
場
合
で
も
、
自
分
な

り
の
ル
ー
ル
を
決
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
話

を
独
占
し
な
い
」
「
で

き
る
だ
け
聞
き
役
に
回

る
」
「
相
手
の
役
に
立

つ
話
題
を
選
ん
で
発
言

す
る
」
な
ど
で
す
。

　
商
談
の
場
合
な
ど
で

も
、
基
本
的
に
は
同
じ

こ
と
で
す
。
む
し
ろ
聞

き
役
に
回
っ
た
方
が
相

手
か
ら
多
く
の
情
報
が

得
ら
れ
、
さ
ら
に
、「
相

手
を
立
て
る
」
言
動
が

好
感
を
持
た
れ
て
、
商

談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
す
っ
か
り
話
が
横
道

に
そ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
海
の
向
こ
う
の

大
統
領
選
挙
を
通
じ

て
、「
反
面
教
師
」や「
他

山
の
石
」
な
ど
と
い
う

古
い
言
葉
を
思
い
出
し

て
い
ま
す
。

　
「
人
の
ふ
り
見
て
我

が
ふ
り
直
せ
」
と
い
う

慣
用
句
も
あ
り
ま
す
。

　
か
く
言
う
私
も
、
つ

い
話
し
過
ぎ
て
、
後
で

反
省
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
か
ら
、
あ
ま
り
偉

そ
う
な
こ
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は

意
識
し
て
、
自
制
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
中
小
企
業
診
断
士
）
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け
ん
せ
つ
小
町
部
会

（
高
橋
純
子
会
長
）
の
現

場
見
学
会
が

日
、
平
泉

町
伽
羅
楽
の
平
泉
の
文
化

遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

（
仮
称
）
新
築
工
事
の
現

場
を
対
象
に
開
催
さ
れ

た
。
建
設
業
で
活
躍
す
る

女
性
ら
約

人
が
参
加

し
、
建
設
業
に
お
け
る
女

性
の
活
躍
促
進
へ
の
ヒ
ン

ト
を
探
っ
た
。

　
同
部
会
は
、
い
わ
て
女

性
の
活
躍
促
進
連
携
会
議

に
設
置
さ
れ
た
５
部
会
の

一
つ
。
県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
の
構
成
団
体
と
県

で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
現
場
見
学
会

は
、
女
性
が
活
躍
し
て
い

る
現
場
を
見
学
し
、
今
後

の
建
設
産
業
で
働
く
女
性

の
活
躍
支
援
の
た
め
の
総

合
的
な
取
り
組
み
の
検
討

に
向
け
た
参
考
と
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
、

建
築
を
㈱
平
野
組
、
電
気

設
備
を
㈱
電
友
社
、
機
械

設
備
を
㈱
近
藤
設
備
が
担

当
。
現
場
見
学
で
は
、
は

じ
め
に
県
県
土
整
備
部
建

築
住
宅
課
の
平
野
晴
江
主

任
や
建
築
工
事
の
現
場
代

理
人
を
務
め
る
平
野
組
の

小
野
寺
善
信
さ
ん
ら
が
、

施
設
や
工
事
の
概
要
な
ど

を
説
明
し
た
。

　
続
い
て
、
現
在
同
工
事

の
監
理
業
務
を
担
当
す
る

㈱
三
衡
設
計
舎
の
勝
部
敬

次
代
表
取
締
役
社
長
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
、
内
装

工
事
が
進
む
現
場
を
見

学
。
勝
部
社
長
は
、
展
示

室
で
は
、
ア
ル
カ
リ
性
の

気
体
な
ど
が
文
化
財
を
劣

化
さ
せ
る
原
因
と
な
る
こ

と
か
ら
、
十
分
に
乾
燥
さ

せ
て
か
ら
ウ
レ
タ
ン
の
吹

き
付
け
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
、
施
設
の
東
側
に
位

置
す
る
道
の
駅
平
泉
に
合

わ
せ
た
外
装
と
す
る
こ
と

な
ど
、
文
化
財
に
配
慮
し

て
い
る
点
や
施
設
の
特
徴

な
ど
を
解
説
し
た
。

　
現
場
見
学
の
後
、
意
見

交
換
も
実
施
。
意
見
交
換

の
席
上
で
は
、
平
野
組
の

女
性
社
員
ら
が
同
社
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　
県
土
整
備
部
建
設
技
術

振
興
課
の
和
村
一
彦
総
括

課
長
は
「
現
場
見
学
会
を

通
じ
て
、
女
性
も
現
場
で

活
躍
で
き
る
こ
と
を
肌
で

感
じ
て
い
た
だ
き
、
少
し

で
も
現
場
な
ど
で
活
躍
す

る
女
性
が
増
え
る
と
う
れ

し
い
。
見
学
会
で
得
た
こ

と
を
各
社
で
生
か
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
け
ん
せ
つ
小
町
部
会
の

現
場
見
学
会
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三
陸
沿
岸
道
路
の
現
場

を
見
学
す
る
生
徒
ら

最
最
最
最
最
最
最
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南
建
設
社
員
と
生
徒
ら

に
よ
る
記
念
撮
影

最
最
最
最
最
最
最
最
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東
北
地
方
整
備
局
は
、

今
年
度
２
回
目
と
な
る
社

会
人
経
験
者
（
技
術
系
係

長
級
）
の
選
考
採
用
に
向

け
、

日
か
ら
受
け
付
け

を
開
始
す
る
。
募
集
人
数

は
若
干
名
で
、
受
付
期
間

は

月

日
午
後
６
時
ま

で
（
受
信
有
効
）。採
用
時

期
は
来
年
４
月
１
日
を
予

定
し
て
い
る
。

　
昨
年
の
台
風
第

号
に

よ
る
被
害
な
ど
、
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
が
近
年
激

甚
化
し
て
お
り
、「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策

の
推
進
」
「
各
地
で
頻
発

す
る
自
然
災
害
の
復
旧
支

援
」
な
ど
、
地
域
の
期
待

が
従
前
よ
り
高
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、同
局
は
、

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

り
、
東
北
を
元
気
に
す
る

社
会
資
本
整
備
を
実
施
し

て
い
く
即
戦
力
と
な
る
人

材
を
必
要
と
し
て
い
る
た

め
、
社
会
人
経
験
者
に
よ

る
技
術
系
係
長
級
の
選
考

採
用
を
募
集
す
る
。

　
受
付
期
間
は
、

月

日
午
後
６
時
ま
で
。
応
募

方
法
は
、
メ
ー
ル
に
よ
り

履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
・

論
文
試
験
答
案
を
送
付
す

る
こ
と
。

　
選
考
方
法
は
、
履
歴
書

・
職
務
経
歴
書
・
論
文
試

験
お
よ
び
面
接
試
験
に
よ

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

面
接
試
験
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
面

接
の
方
法
を
実
施
す
る
場

合
も
あ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
局

企
画
部
（
代
表
電
話
０
２

２
│
２
２
５
│
２
１
７

１
）
ま
で
。

　
南
建
設
㈱
（
軽
米
町
、

南
勉
代
表
取
締
役
社
長
）

は
９
日
、
県
立
久
慈
工
業

高
等
学
校
建
設
環
境
科
の

１
年

人
を
対
象
に
、
ｉ

―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
現
場
見
学
会
を
開

い
た
。
社
員
ら
は
、
三
陸

沿
岸
道
路
の
現
場
や
重
機

の
ス
ケ
ー
ル
を
生
徒
に
体

感
し
て
も
ら
い
、
土
木
の

魅
力
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
学
習
に
向
け

て
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
見
学
会
は
、
三
陸
沿
岸

道
路
の
宇
部
館
北
地
区
道

路
改
良
工
事
の
現
場
（
久

慈
市
内
）
で
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
工
事
担
当
者

ら
は
工
事
概
要
や
道
路
工

事
の
流
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

・
従
来
施
工
の
違
い
な
ど

を
紹
介
し
た
。

　
生
徒
は
ダ
ン
プ
に
よ
る

盛
土
材
料
の
運
搬
や
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
で
の
土
の
敷
き

均
し
作
業
な
ど
を
見
学
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
よ
り
、
丁

張
り
や
補
助
作
業
員
が
不

要
で
安
全
に
作
業
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
点
、
業
務

の
効
率
化
で
作
業
時
間
の

削
減
が
図
ら
れ
て
い
る
点

―
な
ど
を
学
ん
だ
。
重
機

の
操
縦
席
も
見
学
し
、
社

員
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら

土
木
の
魅
力
や
操
作
の
ポ

イ
ン
ト
を
聞
い
て
い
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
大
変

な
点
、
や
り
が
い
な
ど
に

関
し
て
生
徒
か
ら
質
問
が

出
さ
れ
た
。同
社
側
は「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
で
、
従
来
に
比

べ
て
大
変
だ
と
思
う
こ
と

は
少
な
く
な
っ
た
。
パ
ソ

コ
ン
操
作
を
覚
え
る
の
は

大
変
だ
が
、
皆
さ
ん
は
ス

ム
ー
ズ
に
出
来
る
と
思

う
」「
子
や
孫
の
代
ま
で
、

将
来
の
生
活
に
役
立
つ
道

路
を
造
る
こ
と
が
で
き

る
。
震
災
が
起
こ
っ
て
も

壊
れ
な
い
道
路
を
造
っ
て

い
る
。
と
て
も
造
り
が
い

が
あ
り
、
仕
事
の
糧
と
な

っ
て
い
る
」
と
伝
え
た
。

　
同
校
建
設
環
境
科
で
は

２
年
か
ら
環
境
土
木
、
建

築
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
専

門
学
習
に
移
行
す
る
。
環

境
土
木
コ
ー
ス
を
志
す
上

正
路
康
太
郎
さ
ん
は
「
土

木
は
想
像
以
上
に
難
し
そ

う
だ
け
れ
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
が
あ
れ
ば
自
分
た
ち
に

も
出
来
そ
う
だ
と
感
じ

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
で
丁
張

り
が
必
要
な
い
こ
と
な

ど
、
意
外
な
こ
と
を
知
る

こ
と
も
で
き
た
。
重
機
を

操
作
し
て
み
た
い
」
と
感

想
を
話
し
た
。

　
南
壮
取
締
役
副
社
長

は
、「
建
設
業
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
の
活
用
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
。世
間
で
は
、

危
険
・
怖
い
と
い
う
建
設

業
の
イ
メ
ー
ジ
が
ま
だ
根

強
い
と
思
う
。
見
学
会
を

通
じ
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん

に
建
設
業
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
。
建
設
業
は
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
だ
と
い
う

こ
と
が
根
付
い
て
ほ
し

い
」
と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　
そ
の
上
で
「
わ
れ
わ
れ

も
技
術
を
磨
き
、
建
設
業

の
魅
力
な
ど
を
多
く
の
方

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
た

い
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
努

力
・
挑
戦
を
惜
し
ま
ず
、

安
全
第
一
で
高
品
質
な
物

を
造
り
た
い
」
と
意
気
込

み
を
話
し
た
。

　
同
校
卒
業
生
で
現
場
代

理
人
を
務
め
る
三
上
健
伸

さ
ん
は
、「
母
校
の
力
に
な

り
た
い
と
の
思
い
で
、
見

学
会
を
開
い
た
。
１
年
生

は
現
場
を
見
る
の
が
初
め

て
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
見
学

の
第
１
弾
と
し
て
良
か
っ

た
と
思
う
。
将
来
を
考
え

る
時
、
現
場
で
見
た
こ
と

が
役
に
立
て
ば
う
れ
し

い
」
と
語
っ
た
。

　
同
校
建
設
環
境
科
の
平

谷
裕
科
長
は
「
建
設
業
に

就
く
か
ど
う
か
を
決
め
る

上
で
の
貴
重
な
機
会
で
、

大
変
あ
り
が
た
い
。
土
木

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、
や
り
が
い
が
伝
わ
れ

ば
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い

た
。

　
建
設
技
能
人
材
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
は
６
日
、
建

設
企
業

社
の
賛
助
会
員

と
し
て
の
入
会
を
承
認
し

た
。賛
助
会
員
に
な
る
と
、

特
定
技
能
外
国
人
の
受
け

入
れ
の
要
件
の
一
つ
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
る
。
今

回
の
入
会
で
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の

賛
助
会
員
の
総
数
は
４
２

０
社
・
３
団
体
に
増
え
た
。

　
入
会
を
承
認
し
た

社

は
次
の
通
り
。

　
▽
勇
建
工
業（
高
松
市
）

▽
カ
ン
パ
イ
（
横
浜
市
）

▽
榎
（
福
岡
市
）▽
和（
千

葉
県
松
戸
市
）
▽
日
本
ス

プ
ラ
イ
ス
ス
リ
ー
ブ
（
東

京
都
中
央
区
）
▽
松
和
建

設
（
山
口
県
下
松
市
）
▽

磯
井
実
業
（
京
都
府
綾
部

市
）▽
エ
ム
ズ
ラ
ッ
ク（
川

崎
市
）
▽
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

（
堺
市
）
▽
Ｋ
・
サ
ポ
ー

ト
（
札
幌
市
）
▽
日
昇
管

工
（
東
京
都
足
立
区
）
▽

Ｓ
．
Ｏ
．
Ｉ
．（
川
崎
市
）

▽
い
わ
き
興
業
（
埼
玉
県

入
間
市
）
▽
Ｍ
Ｔ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
茨
城
県
取

手
市
）
▽
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
　
Ｓ

ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
（
新
潟
市
）
▽

ア
ー
ス
ウ
ォ
ー
ル
（
札
幌

市
）
▽
旭
建
産
業
（
広
島

市
）
▽
調
和
建
設
（
東
京

都
調
布
市
）
▽
穴
田
鉄
筋

工
業
（
金
沢
市
）
▽
ｙ
‚

ｓ
（
埼
玉
県
上
尾
市
）
▽

岡
山
フ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

（
岡
山
市
）
▽
野
妻
建
設

（
さ
い
た
ま
市
）
▽
ｅ
―

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
（
静
岡
市
）

▽
デ
ン
オ
ウ
（
千
葉
県
野

田
市
）
▽
友
信
建
設
（
福

岡
県
飯
塚
市
）
▽
家
田
建

設
（
愛
知
県
南
知
多
町
）

▽
實
工
務
店
（
宮
崎
市
）

▽
シ
ー
ス
パ
ン
ア
ド
バ
ン

ス
（
大
阪
府
泉
佐
野
市
）

▽
久
保
総
合
設
備
（
奈
良

市
）
▽
湘
南
ビ
ケ
（
神
奈

川
県
小
田
原
市
）
▽
阿
部

組
（
北
海
道
音
更
町
）
▽

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
（
横
浜
市
）
▽

ニ
ワ
建
工
（
愛
知
県
東
郷

町
）
▽
イ
シ
ダ
（
茨
城
県

龍
ケ
崎
市
）
▽
ワ
イ
・
エ

イ
チ
・
ケ
イ
・
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
広
島
県
福
山

市
）
▽
叶
商
事（
横
浜
市
）

▽
コ
マ
ダ（
三
重
県
津
市
）

▽
石
美
建
設
（
広
島
県
廿

日
市
市
）
▽
山
村
築
炉
工

業
（
大
阪
市
）
▽
Ｔ
．
Ｔ

．
Ｃ（
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
）

▽
イ
ー
シ
ィ
ー
テ
ク
ノ

（
横
浜
市
）
▽
ヨ
シ
ケ
ン

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
松

山
市
）▽
林
設
備
工
業（
香

川
県
丸
亀
市
）
▽
ク
ラ
ハ

シ
（
山
口
県
岩
国
市
）
▽

パ
イ
プ
マ
ン
（
福
島
県
い

わ
き
市
）
▽
康
伸
（
大
阪

府
柏
原
市
）
▽
伸
和
リ
ン

ク
（
兵
庫
県
高
砂
市
）
▽

林
屋
材
木
店
（
長
野
県
阿

智
村
）
▽
ユ
ー
シ
ン
（
東

京
都
墨
田
区
）
▽
西
日
本

仮
設
リ
ー
ス
（
福
岡
県
久

留
米
市
）
▽
イ
ー
シ
ー
セ

ン
タ
ー（
静
岡
県
富
士
市
）

▽
大
興
（
長
野
市
）
▽
勝

美
舗
道（
北
海
道
旭
川
市
）

▽
コ
ー
ワ
ー
カ
ー
ズ
（
東

京
都
江
戸
川
区
）
▽
竹
田

工
務
店（
埼
玉
県
草
加
市
）

▽
ジ
ャ
パ
ン
・
ワ
ー
ク
ス

（
東
京
都
板
橋
区
）
▽
北

摂
商
事（
大
阪
府
豊
中
市
）

▽
ベ
ア
ー
ハ
ウ
ス
（
埼
玉

県
所
沢
市
）
▽
シ
ン
テ
ツ

（
愛
知
県
江
南
市
）
▽
三

幸
土
木（
愛
知
県
日
進
市
）

fukud
多角形


